
 
 

 

八戸市スマホサポーター制度促進事業委託に係る 

公募型プロポーザル質疑に対する回答 

 
令和８年４月 28 日 

№ 
関連書類名 

項目・箇所 
内容 回答 

 

１ 

 

仕様書１頁 

２ 委託業務の概要 

 

「講師サポーター（有償）」およ

び「一般サポーター（有償）」に

対する 1 回または 1 時間あたり

の謝金（報酬）に、市としての

指定単価や最低基準はございま

すか。 

 

市としての固定単価は設定し

ていませんが、本事業の積算

上の想定単価は以下のとおり

です。 

講師サポーター：１時間あた

り 5,500 円 

一般サポーター：１時間あた

り 1,320 円  

シニア層の継続的な就労モデ

ルを構築する観点から、これ

らを標準的な基準として、業

務の専門性や拘束時間に応じ

た適切な報酬体系をご提案く

ださい。想定を上回る工夫

（例：インセンティブ制度の

導入等）がある場合は、その

内容と積算根拠を明記してく

ださい。 

 

 

２ 

 

仕様書１頁 

２ 委託業務の概要 

 

エリアサポーターは「原則無

償」とされていますが、活動に

伴う交通費や通信費等の実費に

ついても受託者の負担範囲に含

まれますか。 

 

エリアサポーターは、自身の

所属団体（町内会や老人クラ

ブ等）や身近な生活圏内で日

常的な相談を受けるボランテ

ィアとしての活動を基本とし

ているため、市として個別の

交通費や通信費の実費支給は

必須条件としておりません。 

ただし、サポーターのモチベ

ーション維持や活動促進の観

点から、受託者の工夫として

交通費相当の実費支給や活動

に対するインセンティブ（ポ

イント付与等）を設けるご提

案をいただくことは可能であ

り、その場合は提案限度額

（委託料）の範囲内で積算し

てください。 

 

 

 



 

 

 

３ 

 

仕様書１頁 

２ 委託業務の概要 

 

 

「公民館でのスマホ教室」およ

び「出張教室・相談会」につい

て、年間で最低何回程度の実施

を想定していますか。 

 

本市では、令和 8 年度におい

て年間 240 時間程度を一つの

目安（目標値）として想定し

ています 。 

ただし、この数値は絶対的な

ノルマではありません。サポ

ーターの育成状況や地域（町

内会・地域包括支援センター

等）からのニーズに合わせ、

より効果的にデジタルデバイ

ドを解消できる柔軟な運営ス

ケジュールや、1 回あたりの

満足度を高める工夫を含めた

計画を提案してください 。 

 

 

４ 

 

仕様書２頁 

２ 委託業務の概要 

 

「将来的な法人化を見据えた組

織体制の構築支援」とあります

が、法人設立（登記）そのもの

の手続き自体も本業務期間内の

成果物に含まれるのでしょう

か。 

 

本委託業務の期間内におい

て、法人設立（登記完了）の

手続きそのものを必須の成果

物とはしておりません。 

本業務で求めているのは、将

来的な自走化に向けた「組織

体制の構築支援」であり、成

果物としては、法人化に向け

た具体的なロードマップの作

成、収益モデル（事業計画）

の立案、および設立に向けた

準備体制の構築状況をまとめ

た提案書等をご提出いただき

ます。 

 

 

５ 

 

仕様書３頁 

５ 成果品及び納入

場所等 

 

成果品として「認定・登録名

簿」が求められていますが、本

事業期間内に育成・認定すべき

各区分のサポーター数につい

て、具体的な目標数値（KPI）は

設定されていますか。 

 

令和 8 年度における新たな認

定者数として、合計 25 人程

度を一つの目安としていま

す 。（内訳想定：一般サポー

ター20 人程度、うちステッ

プアップした講師サポーター

2 人程度を含む）  

本事業の目的は「自走可能な

サポーター組織の構築」にあ

るため、単なる人数確保だけ

でなく、活動頻度やモチベー

ションを維持し、地域に定着

させるための育成・管理スキ

ームを含めてご提案くださ

い 。 

 

 

 

 



 

 

 

６ 

 

仕様書２頁 

２ 委託業務の概要 

 

「民間需要を開拓し、補助金に

依存しない自律的な収益モデ

ル」について、市が想定してい

る具体的な民間連携先（例：地

元の通信事業者、商業施設等）

の候補やこれまでの協議状況は

ございますか。 

 

現時点で、市として特定の企

業や団体と具体的な事前協議

を行っている事実はございま

せん。 

ただし、将来的な民間需要の

開拓先としては、市内の携帯

電話ショップからのスマホ教

室の受託や、個人宅への有償

出張サポート、市内企業向け

の DX 研修（スマートフォン

やタブレットの業務利用指導

など）を想定しています。企

画提案においては、これらを

含めた現実的なビジネスモデ

ルや開拓のアプローチをご提

案ください。 

 

 

７ 

 

仕様書２頁 

２ 委託業務の概要 

 

「行政手続きのオンライン利用

率の向上」とのご記載がござい

ますが、貴市として利用率を向

上させたい申請手続きの内容等

ございましたらご教示くださ

い。 

 

具体的には、「はちのへスマ

ート窓口」をはじめとする各

種行政手続きのオンライン申

請、八戸市公式 LINE アカウ

ントの利用登録及び活用、マ

イナンバーカードを利用した

手続き、オンラインでの確定

申告（e-Tax）の入力画面の

操作などが該当します。これ

ら本市の暮らしに直結するデ

ジタルサービスの利用を促進

するカリキュラムの提供を求

めています。 

 

 


